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決まったこと・条例制定・改正

問
　
正
面
の
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

は
5
0
、
0
0
0
円
で
あ
る
が
、

定
住
促
進
住
宅
賃
貸
料
は
4
0
、

0
0
0
円
、
正
面
住
宅
を
上
回
ら

な
い
よ
う
な
設
定
と
示
さ
れ
た
。

広
さ
は
正
面
住
宅
よ
り
広
い
と
思

え
る
。
古
い
た
め
な
の
か
。
ま
た
、

入
居
要
件
は
正
面
住
宅
と
同
じ
と

思
う
が
、
こ
の
条
例
を
制
定
し
た

の
は
補
助
金
が
違
う
の
か
。

建
設
課
長
　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

は
法
律
に
基
づ
い
た
条
例
で
あ
り
、

定
住
促
進
住
宅
は
、
町
単
独
条
例

で
あ
る
。
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン

等
若
者
と
中
堅
所
得
者
を
積
極
的

に
民
間
よ
り
安
く
受
け
入
れ
た
い
。

問
　
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
を

優
先
し
て
と
い
う
が
、
現
在
居
住

し
て
い
る
住
宅
よ
り
広
い
し
、
便

利
と
思
っ
た
家
族
が
リ
バ
ー
フ
ロ

ン
ト
中
津
に
入
居
希
望
し
た
場
合

に
入
居
で
き
る
か
。
ま
た
、
施
設

の
管
理
は
ど
う
す
る
の
か
。

建
設
課
長
　
基
本
的
に
は
Ｉ
タ
ー

ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
及
び
働
き
盛
り
の

人
た
ち
の
定
住
、
入
居
と
し
て
い

る
が
、
ま
っ
た
く
不
可
能
で
は
な

い
。
管
理
は
基
本
的
に
入
居
者
と

す
る
。
車
庫
、
駐
車
場
の
消
雪
パ

イ
プ
、
広
場
の
草
刈
、
軽
微
な
修

繕
な
ど
は
入
居
者
と
な
る
。
ボ
イ

ラ
ー
な
ど
基
本
的
設
備
に
つ
い
て

は
町
の
対
応
と
す
る
。

　
地
方
税
法
の
一
般
長
期
譲
渡
所
得
に
関
わ
る
特
例
に
お
い
て
、
１
０
０

万
円
の
特
別
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
に
よ
り
国
民
健
康
保
険

料
の
所
得
割
額
の
算
定
に
お
い
て
も
特
別
控
除
額
が
廃
止
さ
れ
た
内
容
で

す
。
こ
の
規
定
は
平
成
17
年
度
分
の
保
険
料
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、
一
般
長
期
譲
渡
所
得
者
の
単
年
度
保
険
料
の
上
昇

と
、
70
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
う
ち
、
一
定
以
上
所
得
者
及
び
、
低
所
得

の
判
定
基
準
に
影
響
が
で
ま
す
。
ま
た
、
老
人
保
健
受
給
者
も
同
様
の
取

り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　 　
津
南
町
定
住
促
進
住
宅
と
し
て

利
用
す
る
た
め
、
町
内
釜
落
の
東

京
電
力
旧
社
宅
を
総
額
６
、
１
９

５
万
円
（
土
地
２
、
１
０
０
万
円
、

建
物
４
、
０
９
５
万
円
）
で
購
入

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
内
訳
は

土
地
２
、
０
７
８
　
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
３
階
建
、
３
Ｄ
Ｋ

６
室
５
６
０
　
。
車
庫
、
鉄
筋
造

り
、
１
３
５
　
で
す
。
入
居
条
件

は
新
た
に
条
例
で
定
め
ま
す
。

問
　
予
算
が
厳
し
い
な
か
、
大
き

な
投
資
と
思
わ
れ
る
。
定
住
促
進

と
言
わ
れ
る
が
、
需
要
が
あ
る
の

か
。
ま
た
、
民
間
で
の
対
応
は
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。
資
金
手

当
て
は
ど
う
す
る
。

町
長
　
敷
地
の
広
さ
を
考
慮
し
て

も
多
面
的
活
用
が
図
ら
れ
、町
の
将

来
展
望
に
お
い
て
必
要
と
考
え
る
。

助
役
　
東
京
電
力
で
は
町
が
購
入

す
る
と
い
う
こ
と
で
、安
価
な
金
額

で
譲
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

総
務
課
長
　
需
要
の
実
数
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
新
規
企
業
の
従

業
員
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
の

た
め
に
活
用
し
た
い
。
借
入
れ
も

予
定
し
て
い
る
。

　
渡
邊
ト
シ
氏
の
推
薦
を
、
全
員

賛
成
に
て
同
意
し
ま
し
た
。

　
渡
邊
氏
は
平
成
14
年
４
月
、
人

権
擁
護
委
員
に
任
命
さ
れ
、
現
在

に
至
る
。

　
板
場
泰
支
氏
の
後
任
と
し
て
、

土
地
家
屋
調
査
士
大
澤
隆
氏
の
任

命
に
同
意
い
た
し
ま
し
た
。

　
大
澤
氏
は
平
成
５
年
６
月
土
地

家
屋
調
査
事
務
所
を
開
業
し
、
現

在
に
至
る
。

　
こ
の
計
画
は
、
平
成
17
年
度
か

ら
21
年
度
ま
で
の
５
カ
年
間
、
産

業
の
振
興
、
交
通
、
通
信
体
系
等

の
整
備
、
及
び
、
教
育
の
振
興
な

ど
が
主
な
計
画
内
容
で
す
。

 

　

　
旧
東
電
社
宅
（
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
中
津
）
を
購
入
し
た
こ
と
に
よ
り
新

た
に
津
南
町
で
定
住
を
希
望
す
る
者
に
対
し
、
優
先
的
に
入
居
を
許
可
す

る
た
め
に
設
け
た
条
例
で
す
。
公
募
は
平
成
17
年
２
月
１
日
か
ら
の
予
定

で
す
。

　
平
成
16
年
第
４
回
定
例
議
会
は
、
12
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
13
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
議
案
は
財
産
の
取
得
、
条
例
制
定
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
、
補
正
予

算
、
請
願
、
陳
情
な
ど
24
議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

震災補正決まる
　12.13現在、津南町全体の中越地震被害額は7億7843万円、ま
た今後1月末までの観光被害額は2億1500万円増が推計されます。

補
正
総
額
　
　
　
　
　
５
億
５
３
５
０
万
円

台
風
23
号
被
害
修
繕
料
　
　
　
１
９
０
万
円

中
越
地
震
災
害
復
旧
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
億
７
４
５
万
円

公
有
財
産
購
入
費
　
　
　
　
６
２
１
２
万
円

老
人
保
健
特
別
会
計
　
１
億
７
６
８
０
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
　
４
７
０
９
万
円

簡
易
水
道
特
別
会
計
　
　
　
２
９
７
０
万
円

【
補
正
予
算
】

【
主
な
内
容
】

主
な
質
疑

家
賃
4
0
、0
0
0
円
と

　
　
　
　
　
こ
の
条
例
は

住
居
を
借
り
替
え
た
い
人
は
、

　
　
　
　  

又
、
管
理
体
制
は

Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
若
者

　
　
　
　
　
　
　
　定
住
を

優
先
順
位
が
あ
る

津
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例

　
　
　
　
　
の
一
部
を
改
正

人
権
擁
護
委
員

　
　
　
候
補
者
の
推
薦

津
南
町
過
疎
地
域
自
立

推
進
計
画
が
示
さ
れ
同
意

津
南
町
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
の
任
命

10
・
23
中
越
大
震
災
の
被
災
者
の
皆
様
に
心
よ
り
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

10
・
23
中
越
大
震
災
の
被
災
者
の
皆
様
に
心
よ
り
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

10
・
23
中
越
大
震
災
の
被
災
者
の
皆
様
に
心
よ
り
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

購
入
の
目
的
は

多
面
的
な
活
用
を
考
え
る

主
な
質
疑

財
産
取
得
に

つ
い
て

東
京
電
力
の
旧
社
宅

　
　
　
　
　
　
を
購
入

津
南
町
定
住
促
進

　
　
　
公
共
住
宅
条
例

（
公
租
公
課
含
む
）

定住促進住宅として取得したリバーフロント中津
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一般質問

町
長
　
防
災
計
画
の
な
か
で
検
討

町長　技能訓練に対し育成策を講じている

村 

山 

久 

一 

議
員

町長　補正予算で優先して対処する

草 津 　 進 議員

町
長
　
特
別
立
法
こ
そ
再
建
の
可
能
性
大

藤
ノ
木
浩
子 
議
員

上
郷
中
学
校
の

保
全
は

冬
に
地
震
が
お
き

た
ら
被
害
は
甚
大

綿密な防災
マニュアルの
作成が必要

町
の
自
立
に
は
地
場

産
業
育
成
が
必
要 

予
算
の
主
要
施
策
と

中
越
地
震
対
応
は

中
等
教
育
学
校
の

実
現
と
学
校
統
合
は

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
取
得

と
運
営
母
体
公
募
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス

　
　
利
用
拡
大
を

震災特別立法

こそ実現を

災害のツメあと(魚沼丘陵線)

所平の雪崩防護策

大 平 謙 一 議員

問 

　
今
回
の
地
震
に
よ
り
尊
い

命
を
落
と
さ
れ
、
犠
牲
と
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
る
。
家
屋
の
倒
壊
等

の
大
き
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
地

域
の
皆
様
の
一
日
も
早
い
復
興
を

念
願
す
る
。
今
回
の
地
震
を
教
訓

に
し
て
、
今
後
の
防
災
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。
①
　
公
共
施
設
の

耐
震
面
で
の
対
応
は
。
②
個
人
住

宅
の
耐
震
診
断
の
必
要
は
な
い
か
。

③
災
害
時
の
避
難
場
所
が
町
民
に

周
知
さ
れ
て
い
る
か
。
④
災
害
時

の
生
活
物
資
の
備
蓄
が
必
要
と
思

う
が
。
⑤
今
回
の
地
震
で
観
光
関

連
の
町
内
業
者
も
大
き
な
打
撃
を

受
け
た
が
、
町
と
し
て
の
支
援
が

必
要
と
思
う
が
。
⑥
よ
り
綿
密
な

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
必
要

と
思
う
が
。

町
長   
①
専
門
家
に
よ
る
耐
震
診

断
を
行
っ
た
。
②
個
々
の
責
任
で

行
っ
て
も
ら
い
た
い
。
③
改
め
て

検
討
す
る
。
④
防
災
計
画
の
な
か

で
検
討
す
る
。
⑤
資
金
の
利
子
補

給
、
金
融
機
関
の
情
報
等
を
提
供

し
て
い
く
。
⑥
県
と
連
動
し
て
見

直
す
。

問  

上
郷
中
学
校
の
屋
根
が
赤
錆

と
な
り
、
雨
漏
り
を
し
て
い
る
が

対
応
は
。

教
育
長  

昨
年
応
急
処
置
を
し
た
。

遠
く
な
い
時
期
に
全
面
塗
装
す
る
。

問
　
町
に
は
職
人
と
呼
ば
れ
る
人
、

技
能
士
と
呼
ば
れ
る
人
も
多
数
い

る
。
今
は
ど
ん
な
職
業
で
も
国
家

資
格
が
必
要
だ
が
、
地
場
産
業
育

成
の
為
に
も
、
若
者
の
町
へ
の
定

着
促
進
の
為
に
も
資
格
取
得
に
町

が
助
成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
地
場
産
業
が
力
を
持
つ
た

め
に
は
、
若
者
の
定
着
や
人
材
が

必
要
で
あ
る
。
農
山
村
で
あ
る
本

町
は
農
業
関
連
地
場
産
業
の
育
成

が
大
切
と
考
え
て
い
る
。
技
能
士

育
成
は
一
つ
の
提
言
と
し
て
受
け

と
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
技
能
士

訓
練
に
対
し
て
は
今
後
も
助
成
し

て
い
く
。

問
　
冬
期
の
屋
根
雪
と
雪
崩
に
対

す
る
地
震
対
策
は

町
長  

屋
根
雪
対
策
は
個
人
住
宅

に
平
成
５
年
か
ら
克
雪
住
宅
普
及

推
進
事
業
を
。
平
成
13
年
か
ら
は

落
雪
融
雪
型
の
新
事
業
と
し
て
１

２
１
７
戸
に
支
援
を
行
っ
た
。
今

後
も
こ
の
事
業
支
援
を
お
こ
な
う
。

　
雪
崩
対
策
で
は
、
国
県
に
そ
れ

ぞ
れ
要
望
し
、
町
道
は
除
雪
時
に

早
め
の
対
応
を
し
て
い
る
。
避
難

場
所
の
自
家
発
電
等
は
今
後
、
県

の
新
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
ど
う
盛
り
込

ま
れ
る
か
、
そ
れ
に
よ
り
地
域
防

災
計
画
を
見
直
す
。

問  

突
然
襲
っ
て
き
た
中
越
地
震

の
災
害
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
が

あ
る
。
ま
ず
復
興
が
優
先
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
対
応
は
。

町
長  

今
議
会
の
補
正
予
算
で
手

当
し
て
い
る
。
大
部
分
が
対
処
で

き
る
と
感
じ
て
い
る
。
17
年
度
予

算
編
成
の
な
か
で
優
先
し
て
い
く
。

問
　
平
成
18
年
度
４
月
開
校
予
定

で
中
等
教
育
学
校
が
実
現
の
見
通

し
と
な
っ
た
。
実
現
と
学
校
統
合

に
つ
い
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

教
育
長
　
18
年
度
開
校
実
施
は
ま

だ
正
式
決
定
は
し
て
い
な
い
。
設

置
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
将
来

生
徒
は
減
少
し
て
い
く
。
複
式
学

級
は
避
け
ら
れ
な
い
現
実
に
あ
る
。

今
後
地
域
の
方
々
と
共
に
考
え
て

い
く
重
大
な
課
題
で
あ
る
。

問  

取
得
後
の
運
営
母
体
公
募
状

況
の
経
過
は
。

町
長  

２
次
審
査
の
「
提
案
書
」

提
出
社
は
３
社
と
な
っ
た
。
各
社

か
ら
提
案
内
容
の
発
表
を
い
た
だ

き
、
２
次
審
査
会
を
開
催
す
る
。

そ
の
後
交
渉
順
位
者
の
決
定
を
し
、

新
年
１
月
下
旬
か
ら
具
体
的
な
協

議
を
す
す
め
、
町
と
の
基
本
協
定

を
結
ん
で
い
く
。

問  

十
日
町
病
院
は
、
広
域
圏
の

な
か
で
入
院
で
き
る
病
院
と
し
て

地
域
医
療
の
拠
点
と
な
っ
て
き
た
。

県
は
特
別
立
法
が
認
め
ら
れ
た
ら

建
て
替
え
検
討
の
方
針
。
当
町
に

と
っ
て
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
病

院
だ
が
、
そ
の
再
建
を
い
か
が
お

考
え
か
。
ま
た
、
厚
生
連
運
営
の

中
条
第
２
病
院
も
唯
一
の
精
神
科

病
院
と
し
て
欠
か
せ
な
い
。
是
非
、

再
建
、
存
続
を
厚
生
連
に
働
き
か

け
て
ほ
し
い
こ
と
と
、
町
と
し
て

の
財
政
支
援
が
必
要
と
思
う
が
お

考
え
を
。

町
長  

十
日
町
病
院
の
抜
本
的
改

善
の
た
め
に
は
、
移
転
新
築
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
県
に
要

請
し
、
中
核
病
院
と
し
て
の
再
建

を
強
く
求
め
て
い
る
。
中
条
第
２

病
院
は
、
方
向
が
出
さ
れ
て
い
な

い
が
、
厚
生
連
は
も
ち
ろ
ん
、
国

県
の
支
援
な
く
し
て
再
建
は
不
可

能
だ
。
県
知
事
も
特
別
立
法
を
強

く
求
め
て
お
り
、
あ
と
押
し
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
が

再
建
へ
の
可
能
性
が
大
で
あ
る
。

問   

徒
歩
通
学
生
の
安
全
確
保
か

ら
、
冬
期
利
用
拡
大
を

教
育
長  

10
月
か
ら
２
月
の
下
校

時
、
一
定
の
距
離
と
危
険
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
通
学
生
に
利
用
を

検
討
中
。
路
線
バ
ス
も
認
め
た
い
。

13名が登壇し質す13名が登壇し質す13名が登壇し質す

地域医療の更なる充実を！

どこの受託になるのかグリーンピア
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町
長
　
県
な
ど
の
動
向
を
見
極
め
検
討
し
て
い
く

町長　運営形態等の再検討が必要だ

吉  

野
　 

徹 

議
員

教育長　郡市一体となり早期開校をめざす

大 平 玄 三 議員

町
長
　
あ
た
り
前
の
こ
と
を
あ
た
り
前
に
が
原
点

樋 

口 

松 

雄 

議
員

県の現状と

今後の推進策は

町
の
防
災
対
策
は

自律を推進する

当面の方策は

耐
震
補
強
支
援
策

の
充
実
を

設
立
目
的
に
沿
っ
た

経
営
改
善
を 

中
学
生
対
象

ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

　
　
　
　
　
開
設
を

どう変わるか津南高校

難題が多い文化、学習チーム保育園も指定管理者制度の対象か

早期復旧を (押付の小牧沢川)

藤 ノ 木 富 有 議員

 

　問
　
中
高
一
貫
教
育
は
６
年
間
一

貫
し
た
教
育
が
で
き
、
子
供
達
の

個
性
を
重
視
し
た
教
育
の
実
践
を

め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
地
域
の
関

心
の
的
で
あ
る
が
、
県
の
現
状
と

推
進
の
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

 

教
育
長
　
県
で
は
現
在
、
村
上
市
、

津
川
町
、
柏
崎
市
の
３
校
が
開
設

さ
れ
、燕
市
で
は
17
年
度
開
校
す
る
。

魚
沼
地
域
で
は
津
南
高
校
を
活
用

し
、
18
年
度
開
設
を
め
ざ
し
た
い

と
し
て
い
る
。
町
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、
郡
市
の
中
高
一
貫
教
育

推
進
協
議
会
を
作
り
、
研
究
協
議

を
重
ね
、
18
年
度
開
設
を
め
ざ
し

て
い
る
が
、
新
知
事
の
査
定
を
経

て
か
ら
と
な
る
。
中
高
一
貫
教
育

は
県
立
校
と
な
り
、
前
期
３
年
間

は
中
学
校
教
育
で
、
後
期
３
年
間

は
高
等
教
育
と
な
る
。
国
際
的
に

通
用
す
る
大
人
に
育
て
た
い
と
い

う
理
念
と
や
る
気
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
高
い
子
供
達
の
育
成
と
地
域

全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
。

 

問
　
町
民
に
対
し
ど
う
説
明
し
、

理
解
を
求
め
る
か
。

 

教
育
長
　
新
年
早
々
１
月
９
日
に

中
高
一
貫
教
育
の
勉
強
会
を
開
催

し
理
解
を
図
り
た
い
。
町
外
に
対

し
て
も
説
明
会
の
開
催
を
考
え
て

い
る
。
中
魚
沼
推
進
協
で
要
請
し
、

３
月
ま
で
に
適
時
開
催
し
て
全
体

の
意
思
統
一
を
図
る
よ
う
進
め
た

い
。

         

　問  

い
ま
、
分
野
別
自
律
推
進
チ
ー

ム
と
住
民
代
表
者
と
が
議
論
を
交

わ
し
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
全
体

か
ら
見
る
と
自
律
意
識
の
盛
り
上

が
り
に
欠
け
る
面
が
あ
る
。
お
互

い
に
協
働
的
自
治
の
も
と
、
問
題

提
起
と
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

過
去
か
ら
何
を
引
き
継
ぎ
、
何
と

決
別
す
る
か
、
自
ら
の
負
担
と
責

任
を
見
据
え
た
議
論
が
必
要
で
あ

る
。
中
山
間
地
の
な
か
、
基
礎
自

治
体
と
し
て
大
変
だ
が
、
「
独
自

性
を
も
っ
た
、
誇
り
あ
る
町
づ
く

り
」
へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　町
長  

現
在
住
民
代
表
を
含
め
た

検
討
委
員
会
で
熱
心
に
議
論
を
交

わ
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
町

民
の
方
々
の
声
が
少
な
い
よ
う
に

見
え
る
が
、
報
告
書
が
全
戸
配
布

さ
れ
、
協
働
し
て
実
践
の
な
か
で

力
を
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
「
あ
た
り
前
の
こ
と
を
、
あ

た
り
前
に
や
る
こ
と
」
が
町
づ
く

り
の
原
点
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
常
に
前
向
き
に
取
り
組
む
。

 

　問
　
町
の
防
災
計
画
が
今
回
の
突

発
的
地
震
に
ど
の
様
に
生
か
さ
れ

た
か
。
自
衛
体
制
を
再
度
見
直
し

て
は
。

　町
長
　
県
、
町
の
計
画
の
見
直
し

に
合
わ
せ
、
町
民
に
周
知
徹
底
と

消
防
団
員
と
共
に
安
心
安
全
に
努

め
る
。

 

　問
　
中
越
地
震
に
お
い
て
尊
い
命

を
奪
わ
れ
た
皆
様
方
の
ご
冥
福
と

被
災
者
皆
様
方
の
一
日
も
早
い
復

興
を
祈
っ
て
い
る
。

　
自
然
災
害
対
策
の
一
つ
と
し
て

戸
建
耐
震
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

①
１
９
８
１
年
以
前
の
建
築
基
準

法
改
正
前
の
町
戸
建
住
宅
数
は
。

②
今
後
の
対
策
と
し
て
建
築
基
準

法
改
正
前
の
個
人
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
、
耐
震
改
修
計
画
、
耐
震

改
修
工
事
等
の
町
支
援
策
の
創
設

は
。

③
町
公
共
施
設
の
診
断
な
ど
再
点

検
の
必
要
性
は
。

④
今
後
の
対
策
と
し
て
自
然
災
害

等
で
全
半
壊
し
た
個
人
住
宅
再
建

へ
の
町
支
援
策
は
。

　町
長
　
①
概
ね
68
％
の
２
４
４

７
戸
あ
る
。

②
耐
震
住
宅
へ
の
助
成
策
は
県
も

検
討
中
で
あ
り
、
町
単
独
支
援
策

は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
耐

震
診
断
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し

た
い
。

③
公
共
施
設
の
新
耐
震
基
準
は
満

た
し
て
お
り
、
倒
壊
に
よ
る
危
険

性
は
薄
く
安
全
と
思
え
る
。

④
災
害
救
助
条
例
に
基
づ
く
補
助

制
度
も
あ
る
が
、
国
や
自
治
体
の

役
割
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。

　
県
の
動
向
を
見
極
め
、
そ
の
時

点
で
検
討
し
て
い
く
。

　問 

活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
設
立
目

的
は
「
地
域
資
源
の
有
効
活
用
に

よ
る
地
域
活
性
化
」
で
あ
る
。
国

の
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
町
の
全
事
業
内

容
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
経
営
改

善
に
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

　町
長
　
セ
ン
タ
ー
が
運
営
し
て
い

る
各
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
条
例
改
正
し

民
間
事
業
者
を
幅
広
く
公
募
し
管

理
を
ま
か
せ
た
い
。
同
時
に
、
運

営
形
態
等
セ
ン
タ
ー
の
有
り
様
を

検
討
す
る
。
ク
ア
ハ
ウ
ス
は
寝
た

き
り
ゼ
ロ
運
動
な
ど
町
民
の
福
祉

施
設
の
位
置
づ
け
の
な
か
で
の
再

検
討
を
要
す
る
。

　問 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
３
級
養
成

研
修
に
は
年
齢
制
限
が
な
く
、
中

学
生
も
資
格
を
取
れ
る
。
社
会
性
、

人
間
性
、
職
業
観
の
養
成
、
地
域

福
祉
の
即
戦
力
等
プ
ラ
ス
面
も
多

く
、
夏
休
み
、
土
日
、
総
合
学
習

を
使
っ
て
養
成
講
座
開
設
を
。

 

教
育
委
員
長
　
学
校
教
育
の
現
状

か
ら
す
る
と
か
な
り
無
理
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
先
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
研
究
し
て
ゆ
く
に
は
、

か
な
り
価
値
あ
る
問
題
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
構
造
改
革
特

区
を
工
夫
し
て
適
切
な
便
法
が
取

れ
れ
ば
研
究
す
る
価
値
が
あ
る
。
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洪
水
等
防
災
及
び

緊
急
時
の
備
え
は

　
　
　
　
充
分
か

米生産調整は

公平だったか 

観
光
産
業
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク

津
南
の
再
建
を

自
立
へ
の
財
源

の
見
通
し
は 

目標と理念の

評価と町長の

理念は　

町長　 観光振興のあり方を検討

伊 林 康 男 議員

町
長 

「
不
公
平
感
」
と
の
意
見
も

島 

田 

福 

一 

議
員

町長　交付税の推定は困難

根 津 勝 幸 議員

町
長
　
目
標
と
理
念
の
実
現
こ
そ
町
づ
く
り
の
意
味

大 

口
　 

武 
議
員  

問  

国
、
地
方
公
共
団
体
等
に
お

い
て
観
光
振
興
の
推
進
が
重
要
な

施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
本
町
に
は
自
然
、
農
林
業
な

ど
の
多
様
な
地
域
資
源
が
あ
り
、

そ
れ
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
観

光
産
業
の
振
興
を
通
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
地
域
づ
く
り
を
基
本
に

し
た
地
域
の
特
性
、
現
状
、
動
向
、

ニ
ー
ズ
等
の
調
査
研
究
も
必
要
で

あ
る
。
本
町
に
お
け
る
観
光
環
境

の
優
位
性
を
活
か
し
、
地
域
間
競

争
に
勝
て
る
観
光
地
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
に
も
、
観
光
産
業
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
は
不
可
欠
と
思

う
が
如
何
か
。

町
長  

従
来
の
観
光
振
興
の
あ
り

方
を
充
分
に
検
討
す
る
時
期
に
き

て
い
る
。
町
全
体
を
あ
げ
て
の
交

流
型
観
光
を
進
め
、
地
域
振
興
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問  

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
再

建
の
課
題
は
、
経
営
主
体
を
ど
う

す
る
か
で
あ
る
。
今
後
の
方
向
と

し
て
、
民
間
業
者
に
委
託
す
る
か

ま
た
、
地
域
、
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
等

が
中
核
と
な
っ
て
、
広
く
出
資
、

人
材
を
求
め
る
方
法
が
考
え
ら
れ

る
が
如
何
か
。

町
長
　
民
間
委
託
に
し
た
い

　

問 

　
16
年
度
米
生
産
調
整
で
、
「
手

上
げ
方
式
」
は
ス
ム
ー
ズ
に
実
施

さ
れ
た
か
。
ま
た
、
農
家
間
の
公

平
性
は
保
た
れ
た
か
。

町
長 

　
全
国
的
に
地
域
間
調
整

が
進
ま
ぬ
な
か
で
の
町
内
調
整
と

な
っ
た
。
実
施
に
つ
い
て
は
「
一

部
不
公
平
感
が
あ
る
」
と
の
意
見

も
あ
り
、
抽
出
調
査
で
不
公
平
感

を
取
り
除
く
方
法
な
ど
を
、
水
田

農
業
経
営
確
立
推
進
協
議
会
で
議

論
し
た
い
。

 

問
　
大
雨
が
降
る
た
び
に
洪
水
の

心
配
を
し
て
い
る
住
民
の
た
め
に

も
、
過
去
の
例
を
整
理
し
、
上
流

で
の
雨
量
で
住
民
に
避
難
指
示
や

勧
告
を
出
す
警
報
シ
ス
テ
ム
を
確

立
で
き
な
い
か
。

助
役
　
極
め
て
大
事
な
提
案
だ
と

思
う
。
国
土
交
通
省
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
も
敷
設
さ
れ
情
報
も
取
り
や

す
く
な
っ
た
。
流
量
に
よ
る
到
達

時
間
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
し
洪
水
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
り
た
い
。

問  

自
立
へ
の
財
源
と
し
て
、
自

主
財
源
と
交
付
税
の
見
通
し
は
い

か
が
か
。

町
長  

11
月
下
旬
平
成
17
、
18
年

の
三
位
一
体
の
改
革
の
全
体
像
が

示
さ
れ
た
。
12
月
７
日
に
17
年
度

補
助
金
の
廃
止
、
縮
減
額
が
１
兆

６
，
８
０
０
億
円
、
そ
れ
に
伴
う

税
源
移
譲
額
を
１
兆
１
，
１
０
０

億
円
と
し
、
そ
の
内
６
，
９
０
０

億
円
を
所
得
譲
与
税
と
し
て
地
方

へ
の
配
分
額
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
補
助
金
の
具
体
的
内
容

だ
と
か
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

は
年
末
の
政
府
案
決
定
ま
で
ず
れ

込
む
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

問  

自
主
財
源
で
あ
る
税
金
の
未

納
が
増
加
し
て
い
る
が
、
ど
の
様

に
対
応
し
て
い
く
か
。

税
務
町
民
課
長  

確
か
に
未
納
が

増
加
し
て
い
る
。
社
会
的
、
経
済

的
要
因
が
あ
る
が
、
公
平
性
第
一

と
し
て
滞
納
対
策
に
努
め
る
。
口

座
振
替
が
65
％
か
ら
70
％
で
あ
る

が
、
更
に
口
座
振
替
を
推
進
し
た

い
。
納
税
相
談
も
講
じ
て
い
る
。

問  

平
成
17
年
度
に
お
け
る
財
政

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
の
整
合
性

は
い
か
が
か
。

町
長  

自
律
計
画
に
つ
い
て
連
日

会
議
を
開
催
し
、
住
民
代
表
の
方
々

か
ら
活
発
な
議
論
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
今
後
各
チ
ー
ム
の
計
画
の

集
計
が
必
要
で
あ
る
。
し
ば
ら
く

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

問  

津
南
町
の
「
自
律
の
町
づ
く

り
」
は
全
国
的
な
評
価
を
受
け
て

い
る
が
、
町
づ
く
り
に
は
町
民
の

立
場
に
立
ち
切
っ
た
、
理
念
と
道

理
、
そ
し
て
、
オ
ラ
が
町
の
誇
り

が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

　
職
員
が
策
定
し
た
「
自
律
の
町

づ
く
り
４
つ
の
目
標
と
理
念
」
を

高
く
評
価
す
る
が
、
町
づ
く
り
の

な
か
で
繰
り
返
し
確
認
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
考
え
る
。
４
つ
の
目
標

と
理
念
に
対
す
る
町
長
の
見
解
と
、

町
長
自
身
の
目
標
と
理
念
を
改
め

て
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
４
つ
の
目
標
と
理
念
を

庁
舎
内
に
大
き
く
掲
示
し
、
町
民

と
職
員
に
町
の
姿
勢
と
し
て
周
知

さ
れ
た
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

町
長  

自
律
に
向
け
職
員
の
共
通

認
識
と
し
て
４
項
目
の
目
標
と
理

念
を
掲
げ
て
の
取
り
組
み
を
評
価

し
て
い
る
。
こ
の
目
標
と
理
念
が

町
づ
く
り
の
な
か
で
実
現
し
な
け

れ
ば
町
づ
く
り
の
意
味
が
な
い
。

　
私
の
町
づ
く
り
の
想
い
は
「
農

を
以
っ
て
立
町
の
基
を
為
す
」
で

安
全
な
食
料
供
給
基
地
と
し
て
の

地
位
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
安

全
、
安
心
の
町
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
理
念
と
し
て
は
「
乏
し

き
を
憂
え
ず
、
等
し
か
ら
ざ
る
を

憂
う
」
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
弱

者
優
先
、
僻
地
優
先
」
に
変
わ
り

な
い
。
目
標
と
理
念
の
庁
舎
内
掲

示
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

議員と自律推進チームリーダーとの意見交換

完成間近かな上田橋（上野) マウンテンパークの眺望を活かそう

警戒水位を超えた下足滝
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請願・陳情・意見書

新潟県立十日町病院及び新潟県厚生農業協同

組合連合会中条第二病院再築に関する意見書

　津南町議会議長　高橋満男　　意見書提出

意見書要旨
　県立十日町病院及び中条第二病院は地域にとって不
可欠な病院であるので、医療施設等災害復旧補助事業
の補助率を２分の１から３分の２に引き上げること。
また、公立病院及び民間病院について、築後経過年数
に係わらず、医療施設近代化施設整備補助事業の対象
とすることを強く要望する。

　中条第２病院の早急な機能回復を求めるため議長名
で新潟県厚生連代表理事長に要望書を提出致しました。

米国産牛肉ＢＳＥ全頭検査に対する意見書を

求める請願

　請願団体　津南町農業協同組合

　　代表理事組合長　桑原達也　　　

意見書要旨
　我が国においては全頭検査と脳などの特定部位の除
去による二重の安全対策を取っていることにより、消
費者の「安全・安心」と国産牛の消費拡大にもつながっ
ている。
　今後ともＢＳＥ全頭検査を継続するとともに、米国
産牛肉に対しても全頭検査を実施するまで輸入しない
ことを強く要望する。

北朝鮮に対して即刻経済制裁を求める意見書

　津南町議会議長　高橋満男　　意見書提出

意見書要旨
　北朝鮮のかかる行為は、日朝平壌宣言に反するのみ
ならず人倫にもとる極めて卑劣な蛮行であり、わが国
及び日本国民を愚弄するもので、新潟県民として国会
並びに政府においては断じて許すことはできない。食
料支援の中止はもとより、北朝鮮に対する経済制裁を
直ちに発動し、拉致事件の真相究明をされるよう強く
求める。

ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉に関する陳情

　　陳情者　食とみどり、水を守る新潟県民会議

　　議長　目黒吉之助

意見書要旨
　ＷＴＯ（世界貿易機関）農業交渉では、農林水産業
の多面的機能の発揮や食料自給の向上、各国農林水産
業と共生、共存できる貿易ルールに改めるよう確固た
る姿勢で臨むこと。ＦＴＡ（二国間自由貿易協定）交
渉では、農林水産物の関税撤廃・削減は、国内農業へ
打撃を与え、ＷＴＯ交渉や、他国との交渉に重大な影
響を与えることから、絶対に行わないこと。

平成17年度地方交付税所要総額の確保に関す

る意見書

　津南町議会議長　高橋満男　　意見書提出

意見書要旨
　地方交付税制度が果たす財政調整機能・財源保障機
能はますます重要になっている。よって、平成17年度
の地方交付税は平成16年度の轍を踏まぬよう、国と地
方の信頼関係の構築に努め、少なくとも平成16年度以
上の総額を絶対確保するよう強く要望する。

新潟県中越大震災に対する特別立法等の措置

に関する意見書

　津南町議会議長　高橋満男　　意見書提出

意見書要旨
　地震特定観測地域において震災対策及び、被災者救
援関連法の拡充は緊急の課題である。国会並びに政府
においては地震特定観測地域対策強化と早期復興に向
けて、新たな法律の整備や財政支援等に関する特別立
法並びに被災住宅本体の建築、補修等に対する支援等
被災者住宅再建支援法の拡充等の措置を講ずるよう強
く要望する。

         

　問 

　
政
府
、
与
党
は
国
、
地
方
財

政
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
を
17
、

18
年
度
に
お
け
る
国
庫
補
助
負
担

金
で
２
兆
８
千
億
円
を
削
減
、
地

方
へ
の
税
源
移
譲
額
は
16
年
度
分

合
わ
せ
２
兆
４
千
億
円
を
基
本
と

し
た
改
革
の
全
体
像
を
決
定
し
た
。

　
し
か
し
、
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
金
、
生
活
保
護
費
、
児
童
扶
養

手
当
等
結
論
を
先
送
り
し
、
税
源

移
譲
さ
れ
な
か
っ
た
。
地
方
の
期

待
は
ず
れ
の
結
果
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
町
長
の
こ
の
改
革
評
価

と
町
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

           

　町
長 

　
三
位
一
体
の
改
革
は
負
担

を
地
方
に
転
嫁
し
、
補
助
金
負
担

率
の
引
き
下
げ
、
地
方
交
付
税
制

度
の
改
悪
へ
進
め
る
動
き
に
対
し

警
戒
が
必
要
で
あ
る
。

　
地
方
交
付
税
と
17
年
度
予
算
の

全
体
像
で
は
18
年
度
ま
で
は
地
方

団
体
の
安
定
的
な
交
付
税
、
地
方

税
等
一
般
財
源
の
総
額
を
確
保
す

る
と
明
記
さ
れ
、
現
在
総
務
省
、

財
務
省
で
調
整
中
で
、
来
年
ま
で

に
確
定
と
な
る
。
町
へ
の
影
響
は

16
年
に
比
べ
６
～
７
千
万
円
位
の

減
額
が
予
想
さ
れ
る
。
17
年
度
予

算
も
前
年
以
上
に
厳
し
い
財
政
事

情
の
な
か
で
の
予
算
編
成
と
な
る
。

　
国
か
ら
地
方
へ
税
源
移
譲
に
伴

い
議
論
さ
れ
て
い
る
個
人
住
民
税

の
一
本
化
は
５
～
13
％
で
３
段
階

の
現
行
税
率
を
10
％
の
税
率
に
一

本
化
す
る
。
15
年
の
課
税
実
績
か

ら
７
千
万
円
位
増
と
な
る
。

  

　
昨
年
は
新
潟
県
に
と
り
ま
し
て

大
変
な
災
難
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

県
内
の
信
濃
川
を
は
じ
め
、
大
小

河
川
の
水
害
に
よ
っ
て
多
く
の
人

た
ち
が
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
こ
と

は
承
知
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
県

内
を
震
源
と
す
る
地
震
が
こ
れ
ほ

ど
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
と
は
考

え
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
余
震
の
続
く
な
か
で
、
地
震
ほ

ど
始
末
の
悪
い
も
の
は
な
い
と
つ

く
ず
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

発
生
時
刻
を
予
想
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
常
在
戦

場
の
ご
と
く
日
頃
の
地
震
に
対
す

る
心
の
準
備
を
怠
ら
な
い
こ
と
が

一
番
で
す
。

　
地
震
雲
と
か
カ
マ
キ
リ
先
生
、

は
た
ま
た
ナ
マ
ズ
が
異
常
に
騒
い

だ
と
か
い
ず
れ
も
地
震
が
終
わ
っ

て
か
ら
の
講
釈
で
、
聴
き
よ
う
に

よ
っ
て
は
滑
稽
き
わ
ま
り
な
い
話

で
あ
り
ま
す
。
だ
が
、
地
震
予
知

連
絡
協
議
会
の
総
力
を
結
集
し
て

も
、
妄
想
的
予
測
（
し
か
ら
れ
る

か
な
）
の
域
を
出
な
い
現
実
か
ら

す
れ
ば
手
が
か
り
の
よ
う
で
あ
り

ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
地
震
と
は
全
く

始
末
の
悪
い
し
ろ
も
の
だ
。

　
皆
さ
ん
常
在
戦
場
を
座
右
の
銘

に
、
今
年
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
町
長
　
地
方
へ
の
負
担
の
転
嫁
で
あ
る

補助金の削減に伴う

税源移譲は確実か 

涌 

井 

幸 

一 

議
員

新年のご挨拶
議会議長 

　　高　橋　満　男

　
明
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
明
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

どうなる子どもたちの未来は

十日町病院との更なる連携を
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建　　策

◆  

土
地
改
良
事
業
の
受
益
者
負

担
の
軽
減
対
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
未
整
備
地
域
の
基
盤
整
備
を

早
急
に
進
め
ら
れ
た
い
。

町
長
　
山
麓
地
域
同
様
５
万
円
以

上
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
地
域
に

は
、
３
万
円
程
度
に
軽
減
し
て
い

る
。
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

で
中
里
村
と
合
同
整
備
を
申
請
し

た
が
、
縮
小
の
指
導
が
あ
り
津
南

だ
け
の
事
業
と
な
っ
た
。
未
整
備

の
８
集
落
か
ら
65
ha
の
要
望
が
あ

る
。
調
整
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
優
先
的
に
や
る
。

◆  

畜
産
経
営
に
あ
た
っ
て
、
適

切
な
経
営
指
導
及
び
環
境
整
備
の

た
め
の
指
導
と
糞
尿
処
理
に
対
し

て
助
成
を
図
ら
れ
た
い
。

町
長
　
県
畜
産
協
会
の
定
期
的
な

コ
ン
サ
ル
、
指
導
を
行
い
、
ま
た
、

予
防
注
射
の
補
助
、
悪
臭
対
策
の

支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
糞
尿
処

理
対
策
は
補
助
事
業
、
リ
ー
ス
事

業
を
導
入
し
て
、
計
画
的
に
進
め

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

◆  

農
産
物
の
生
産
拡
大
と
付
加

価
値
を
高
め
る
た
め
、
加
工
、
特

産
品
の
開
発
を
積
極
的
に
進
め
ら

れ
た
い
。

町
長
　
地
元
素
材
の
付
加
価
値
を

高
め
る
必
要
が
あ
る
。
昨
年
か
ら

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
レ
ト
ル
ト
食

品
の
開
発
、
地
元
素
材
の
け
ん
ち

ん
汁
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
は
漬
け
物
、
酒
粕
を
使
っ
た
商

品
を
開
発
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

◆  

野
菜
価
格
安
定
事
業
の
充
実

を
図
ら
れ
た
い
。

町
長
　
農
産
物
の
価
格
安
定
は
農

業
経
営
に
と
っ
て
極
め
て
重
大
な

要
素
で
あ
る
。
国
県
の
価
格
安
定

事
業
、
町
の
価
格
安
定
事
業
で
何

と
か
生
産
で
き
る
が
、
Ｊ
Ａ
、
生

産
組
織
と
と
も
に
検
討
が
必
要
。

◆  

各
制
度
資
金
の
拡
充
と
活
用

に
配
慮
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
不
況

対
策
と
し
て
、
町
単
独
に
よ
る
融

資
制
度
を
創
設
さ
れ
た
い
。

町
長
　
県
に
お
い
て
色
々
な
資
金

供
給
が
あ
り
、
商
工
会
と
連
携
し

て
活
用
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。
町
単
独
融
資
に
つ
い

て
は
県
の
融
資
制
度
が
あ
る
の
で

そ
の
活
用
が
第
一
義
と
思
っ
て
い

る
。
異
業
種
交
流
会
の
課
題
に
も

な
っ
て
検
討
し
て
い
る
が
、
金
利

も
安
い
産
業
育
成
資
金
も
あ
り
、

再
度
詰
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

◆  

不
況
の
な
か
雇
用
の
確
保
は

緊
急
の
要
請
と
な
っ
て
い
る
。
企

業
の
倒
産
防
止
、
雇
用
機
会
の
開

発
に
努
め
ら
れ
た
い
。

町
長
　
今
日
の
経
済
環
境
か
ら
企

業
誘
致
は
困
難
で
あ
る
。
地
元
資

源
の
活
用
が
重
要
で
、
特
産
品
製

造
に
よ
っ
て
雇
用
も
前
進
す
る
と

思
う
。
国
の
緊
急
雇
用
対
策
交
付

金
事
業
が
最
終
年
度
に
な
っ
て
い

る
が
、
引
き
続
き
要
望
し
て
い
る
。

◆ 

農
と
縄
文
の
体
験
館
（
な
じ
ょ

も
ん
館
）
に
観
光
拠
点
と
し
て
案

内
所
を
設
置
さ
れ
た
い
。

町
長
　
職
員
も
常
駐
し
て
お
り
、

体
験
交
流
の
拠
点
と
し
、
観
光
農

園
も
併
せ
て
対
応
し
て
い
る
。

◆  

公
共
事
業
の
削
減
が
見
込
ま

れ
る
な
か
、
道
路
、
河
川
等
公
共

事
業
の
大
幅
確
保
や
維
持
管
理
に

万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

町
長
　
公
共
事
業
の
削
減
、
ま
た
、

水
害
、
中
越
地
震
等
不
安
材
料
が

多
く
心
配
。
災
害
復
旧
が
優
先
す

る
が
、
継
続
事
業
の
促
進
に
努
力

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

◆
　
国
道
１
１
７
号
正
面
地
内
拡

幅
工
事
、
大
倉
バ
イ
パ
ス
の
早
期

完
工
に
努
め
ら
れ
た
い
。

町
長
　
正
面
地
内
の
歩
道
整
備
は

17
年
度
完
成
す
る
。
大
倉
バ
イ
パ

ス
の
入
札
が
11
月
11
日
行
わ
れ
、

起
工
式
は
来
春
に
な
る
。
総
額
22

億
円
弱
に
な
り
、
促
進
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆
　
辺
地
の
道
路
改
良
の
推
進
と

雪
寒
道
路
の
延
長
を
図
ら
れ
た
い
。

町
長
　
消
雪
パ
イ
プ
は
補
助
事
業

等
を
活
用
す
る
な
か
で
計
画
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

◆  

国
県
道
の
歩
道
除
雪
の
推
進

に
努
力
さ
れ
た
い
。

町
長
　
主
な
歩
道
除
雪
は
国
の
歩

行
者
空
間
確
保
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
で
実
施
し
て
い
る
が
、
事
業
の

拡
大
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
該
当
し
な
い
箇
所
は
県
単
事

業
と
な
る
。

◆  

合
併
浄
化
槽
の
促
進
に
努
め

ら
れ
た
い
。

町
長
　
一
昨
年
か
ら
着
手
し
た
が
、

要
望
が
多
く
来
年
に
持
ち
越
し
た

の
が
10
件
程
度
あ
る
。
優
先
的
に

来
年
度
事
業
と
し
て
対
応
し
た
い
。

◆  

資
源
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
と

分
別
収
集
等
に
考
慮
し
、
ゴ
ミ
を

減
ら
す
よ
う
町
民
意
識
の
高
揚
と
、

町
の
美
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

町
長
　
ゴ
ミ
の
減
量
化
は
環
境
保

全
、
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、

関
係
団
体
と
連
携
し
、
生
ゴ
ミ
減

量
化
対
策
事
業
、
環
境
家
計
簿
を

実
施
し
て
、
こ
れ
ら
の
継
続
を
図

り
な
が
ら
努
め
た
い
。

◆
　
通
学
路
の
安
全
確
保
等
を
は

じ
め
、
安
全
施
設
の
充
実
、
指
導

体
制
の
強
化
を
図
り
、
交
通
安
全

に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

町
長
　
通
学
路
の
安
全
確
保
に
外

丸
、
正
面
の
整
備
を
進
め
て
き
た
。

街
灯
設
置
は
通
学
路
を
重
点
に
整

備
し
て
い
く
。
指
導
に
つ
い
て
は

警
察
と
連
携
し
交
通
安
全
教
室
を

は
じ
め
指
導
、
啓
蒙
を
行
っ
て
い

る
が
引
き
続
き
努
力
し
て
い
く
。

◆
　
消
防
防
災
関
係
に
お
い
て
、

消
火
栓
、
防
火
水
槽
の
増
設
、
集

落
ご
と
の
消
防
、
防
災
組
織
や
避

難
場
所
を
明
確
に
し
、
町
民
に
周

知
徹
底
さ
れ
た
い
。

町
長
　
周
知
方
法
、
避
難
場
所
等

は
見
直
し
を
行
っ
て
対
応
し
た
い
。

消
防
団
の
組
織
体
制
は
市
町
村
合

併
を
機
に
再
編
す
る
が
、
計
画
的

に
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

◆  

冬
期
集
落
保
安
要
員
制
度
を

継
続
し
設
置
対
象
を
地
域
単
位
、

市
町
村
単
位
に
改
善
す
る
よ
う
県

に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
対
象
集

落
の
拡
充
を
図
ら
れ
た
い
。

町
長
　
県
で
見
直
し
が
行
わ
れ
津

南
は
対
象
外
と
な
っ
た
が
16
・
17

年
度
は
８
集
落
が
対
象
に
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
以
降
は
町
独
自
の
対

応
を
検
討
し
て
い
る
。

◆  

高
速
通
信
体
系
の
整
備
、
拡

充
と
実
用
化
に
向
け
努
力
さ
れ
た

い
。

町
長
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
中
心
と
し
て
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
年
度
末
に
は

方
向
性
を
出
し
た
い
。
17
年
度
に

実
施
で
き
る
か
は
は
っ
き
り
し
な

い
が
財
政
を
含
め
検
討
し
た
い
。

◆ 
中
高
一
貫
教
育
（
中
等
教
育
）

は
、
地
域
と
の
連
携
を
密
に
し
、

実
施
に
向
け
早
急
に
検
討
さ
れ
た

い
。

町
長
　
県
で
は
平
成
18
年
度
実
施

の
方
針
を
出
し
て
い
る
。
地
域
の

小
、
中
学
校
、
高
校
の
関
係
者
へ

の
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
。
震

災
の
影
響
を
受
け
な
い
か
心
配
し

て
い
る
。

◆  

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
計

画
の
策
定
に
努
め
ら
れ
た
い
。

町
長
　
計
画
を
策
定
し
て
も
そ
れ

が
全
て
で
は
な
い
。
各
種
委
員
会

の
女
性
比
率
を
高
め
る
な
ど
、
地

域
に
お
け
る
女
性
の
力
を
引
き
出

す
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

◆  

児
童
館
の
設
置
及
び
学
童
保

育
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

町
長
　
児
童
館
の
設
置
を
直
ち
に

と
い
っ
て
も
難
し
い
が
、
学
童
保

育
、
児
童
館
を
含
む
複
合
施
設
の

設
置
が
可
能
か
検
討
し
た
い
。

◆  

国
保
会
計
は
被
保
険
者
の
負

担
軽
減
に
引
き
続
き
努
め
ら
れ
た

い
。

町
長
　
財
政
的
に
も
安
定
し
て
お

り
こ
こ
３
年
間
は
保
険
料
を
引
き

上
げ
ず
に
運
営
し
て
き
た
。
17
年

度
の
予
算
編
成
で
も
、
現
状
で
は

引
き
上
げ
ず
に
運
営
で
き
る
見
通

し
で
あ
る
。

◆  

地
域
医
療
の
充
実
の
た
め
常

勤
医
師
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
地
域
中
核
病
院
（
県
立
十

日
町
病
院
）
と
の
連
携
を
密
に
し
、

機
能
充
実
を
県
に
要
望
さ
れ
た
い
。

町
長
　
中
魚
沼
地
域
の
医
師
の
充

足
率
は
73
・
１
％
に
な
っ
て
い
る
。

十
日
町
病
院
を
核
と
し
た
連
携
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
。
中
核
病
院

と
し
て
の
機
能
充
実
を
い
っ
そ
う

求
め
た
い
。

◆  

訪
問
看
護
等
在
宅
医
療
の
充

実
を
図
り
、
経
営
健
全
化
の
た
め

国
県
の
財
政
措
置
を
強
く
要
望
さ

れ
た
い
。

町
長
　
往
診
、
訪
問
看
護
に
積
極

的
に
出
向
き
、
出
前
健
康
講
座
，

禁
煙
外
来
、
糖
尿
病
教
室
の
開
催

等
に
よ
っ
て
、
病
気
の
予
防
と
治

療
に
努
め
て
い
る
。
今
後
い
っ
そ

う
予
防
に
重
点
を
置
い
た
活
動
を

進
め
、
地
域
に
密
着
し
た
病
院
に

努
め
る
。

平
成
１７
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
総
文
、
産
建
常
任
委
員
会

で
、
長
期
に
わ
た
る
要
望
事
項
も
含
め
７９
件
に
対
し
町
長
の
答
弁

を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
部
を
掲
載
し
ま
し
た
。

●
学
校
教
育
関
係

●
学
校
教
育
関
係

●
総
務
関
係

●
総
務
関
係

●
生
涯
学
習
関
係

●
福
祉
保
健
関
係

●
病
院
関
係

●
生
涯
学
習
関
係

●
福
祉
保
健
関
係

●
病
院
関
係

●
農
林
関
係

●
商
工
観
光
関
係

●
国
県
公
共
関
係

●
町
道
関
係

●
除
雪
関
係

●
下
水
道
関
係

●
環
境
衛
生
関
係

●
農
林
関
係

●
商
工
観
光
関
係

●
国
県
公
共
関
係

●
町
道
関
係

●
除
雪
関
係

●
下
水
道
関
係

●
環
境
衛
生
関
係

議
会
か
ら

　
町
長
に
具
申

議
会
か
ら

　
町
長
に
具
申
建策

歩行者の安全確保へ（正面地内の歩道拡幅)

冬 本 番

多額資金投入の豚尿浄化施設
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正面　大 倉 尚 之

「救急医療と自律の道」

　昨年３月９日、一本の電話で我が家に震度７強の

激震が走った。埼玉県草加消防署からの「長男が大

型クレーンとの交通事故に遭ったので直ぐ来るよう

に」との連絡でした。大学病院の救急救命センター

に運ばれた長男は、それから一週間生死の狭間を彷

徨ったあと、一命を取り留めたました。２ヵ月間ほ

ど足の切断や、後遺症害などいろいろな心配事で大

変な状態でした。しかし、彼は驚異的な生命力を発

揮し、半年後は自転車に乗れるほどに回復してくれ

ました。搬送していただいた救急隊員と、高度な救

急救命施設の専門医とスタッフのおかげと感謝して

います。これが津南町での事故だったら彼は助かっ

たでしょうか。この地域の医療施設で１分１秒を争

うなかで、血管を再生し、救急の人工透析を受けら

れるのだろうか・・・・？

　小泉内閣は、行政の効率化だけを求めて行財政の

見直しをしています。この地域は都会に比べ医療、

特に救急医療の体制が大きく立ち遅れています。投

資効果だけを見て過疎地域に住む国民を切り捨てて

いく国政には声を大にして反対します。

　補助金が減り、地方交付税が削られ、公共サービ

スが低下するのは困りますが、あえて国の方針に逆

らい、自律の道を歩み始めた津南町政を私は支持し

ます。

　頑張れ！頑張れ！と自分に言い聞かせ、何事にも

前向きでありたいと無我夢中でした。振り返ると津

南町に住んで20年の歳月が経ちます。ひとりの力で

は何もできないけれど、地域の仲間、ＪＡ女性部で

の仲間づくりのなかで。また職場での幾多の経験の

なかでおおくの事を学び今の自分があるのだと感謝

しています。正面から取り組むことが大切だと思い

ます。

　いま、町では新生津南町を建設するにあたり住民

検討委員会も立ち上げられ取り組みも始まりました

が、自分たちの町づくりをするにあたり町に２つの

お願いがあります。一つは10・23災害の教訓から

安全対策、通信網の確立。二つ目は私たちが選んだ

町議員の方々の活動がなされていない事です。議会

報告は拝見していますが、住民代表として私たちの

声を聞いていただいているでしょうか？。地域での

声を聞く機会をもっと設けてほしいのです。正面か

ら向かい合ってほしいのです。私たちが選んだ皆さ

んが確かだったか確信したいのです。そうすること

で私たちはもっと一生懸命町の取り組みに協力でき

るし、自分たちの津南町を創る事ができる気がしま

す。陰ひなたに奮闘して頂いていることと思います

が、町民の声を身近に感じて頂いて、活力ある津南

町にしようではありませんか。

「頑 張 れ 津 南」
宮野原  森 口 恵 子

　
議
会
報
の
編
集
作
業
に
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
も
、
よ
う
や
く
原
稿
や
写

真
の
準
備
が
済
み
、
「
ホ
ッ
」
と
し

て
テ
レ
ビ
を
見
れ
ば
、
正
月
番
組
の

合
間
に
津
波
の
報
道
・
・
・
ほ
ん
と

う
に
昨
年
は
台
風
、
水
害
、
テ
ロ
、

戦
争
と
災
い
の
多
い
年
だ
っ
た
と
改

め
て
思
い
起
こ
し
、
自
然
の
猛
威
の

前
に
は
人
間
な
ど
非
力
も
の
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
世
界
が
穏

や
か
な
年
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、

津
南
町
に
想
い
を
巡
ら
せ
ば
、
ま
さ

に
自
立
元
年
の
年
で
も
あ
り
、
歴
史

の
分
水
嶺
の
年
で
あ
り
ま
す
。
先
の

見
え
ぬ
こ
の
時
代
に
、
未
来
が
ど
う

な
る
か
を
見
通
す
こ
と
は
難
問
で
す

が
、
決
し
て
希
望
を
捨
て
ず
、
夢
を

無
く
さ
ず
明
る
い
明
日
が
あ
る
こ
と

を
信
じ
、
新
年
の
一
歩
を
踏
み
出
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
（
島
）
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シリーズ・町民の声
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ホームページ　http://www.town.tsunan.ni igata.jp/　　 電子メール　info@town.tsunan.ni igata.jp
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